
資料紹介　日野富三郎関係資料について　―牧野富太郎と日野富三郎の交流を中心として―

25

資
料
紹
介

　
　
　

日
野
富
三
郎
関
係
資
料
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

―
牧
野
富
太
郎
と
日
野
富
三
郎
の
交
流
を
中
心
と
し
て
―

安　

永　

純　

子
※

は
じ
め
に

　

当
館
に
お
い
て
、
令
和
五
年
一
〇
月
一
四
日
（
土
）
〜
令
和
六
年
一
月
一
四
日
（
日
）
に
常

設
展
示
室
４
で
コ
ー
ナ
ー
展「
牧
野
富
太
郎
と
日
野
富
三
郎
の
交
流
に
つ
い
て
」を
開
催
し
た
。

展
示
で
は
、
日
本
の
植
物
学
の
父
と
よ
ば
れ
る
牧
野
富
太
郎
が
愛
媛
県
出
身
で
植
物
学
の
研

究
者
日
野
富
三
郎
に
宛
て
た
書
簡
・
葉
書
を
中
心
に
二
人
の
交
流
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

日
野
富
三
郎
関
係
資
料
の
発
見
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
岩
谷
口

村
（
砥
部
町
）
日
野
家
文
書
は
、
愛
媛
県
生
活
文
化
部
生
涯
学
習
課
に
歴
史
文
化
博
物
館
係

が
設
置
さ
れ
、
当
館
の
開
設
準
備
が
本
格
化
し
た
平
成
三
（
一
九
九
一
）
に
日
野
家
よ
り
寄

託
さ
れ
て
い
る（

1
）。

そ
の
後
、
平
成
二
九
年
に
日
野
家
か
ら
牧
野
富
太
郎
の
書
簡
等
が
発
見
さ

れ
た
と
の
連
絡
が
あ
り
、
新
た
に
出
て
来
た
日
野
家
文
書
と
日
野
富
三
郎
関
係
資
料
の
一
部

の
寄
託
を
受
け
て
調
査
の
後
、
資
料
を
借
用
し
て
展
示
を
行
っ
た
。

　

資
料
の
内
容
は
、
牧
野
富
太
郎
書
簡
二
点
・
葉
書
二
点
・
書
（
写
真
パ
ネ
ル
）
一
点
、
日

野
富
三
郎
の
植
物
画
一
点
、
牧
野
富
太
郎
と
日
野
富
三
郎
の
写
真
（
写
真
パ
ネ
ル
）
一
点
、

第
二
回
植
物
採
集
及
び
実
地
指
導
会
写
真
（
写
真
パ
ネ
ル
）
一
点
、
合
計
八
点
で
あ
る
。

　

牧
野
は
全
国
各
地
の
植
物
学
者
や
地
域
の
植
物
愛
好
家
等
と
幅
広
い
交
流
を
持
ち
、
多

く
の
書
簡
・
葉
書
・
植
物
標
本
等
の
や
り
と
り
を
し
て
い
る
。
令
和
四
年
に
牧
野
の
生
誕

一
六
〇
年
を
迎
え
、
翌
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ら
ん
ま
ん
」
の
主
人
公
に
取
り
上

げ
ら
れ
た
た
め
、
全
国
各
地
で
牧
野
に
関
す
る
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
近
年
に
お
け
る
先

行
研
究
で
は
、
田
中
純
子
氏
や
山
本
薫
氏
・
藤
井
明
広
氏
共
著
等
の
報
告
が
あ
る
。
田
中
純

子
氏
は
、
牧
野
の
生
涯
最
大
の
業
績
『
牧
野
日
本
植
物
図
鑑
』
の
編
集
に
参
与
し
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
向
坂
道
治
と
の
交
流
に
つ
い
て
二
人
が
遣
り
取
り
し
た
書
簡
を
中
心
に
紹
介
し
て

い
る（

2
）。

ま
た
、
山
本
薫
氏
・
藤
井
明
広
氏
は
、
令
和
四
年
度
企
画
展
「
牧
野
富
太
郎
が
み
つ

め
た
植
物
―
植
物
標
本
が
語
る
も
の
―
」
の
展
示
か
ら
牧
野
の
手
紙
一
一
通
を
取
り
上
げ
、

横
須
賀
市
博
物
館
初
代
博
物
学
担
当
・
大
谷
茂
学
芸
員
と
牧
野
の
交
流
の
結
果
、
地
域
の
植

物
研
究
に
寄
与
し
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る（

3
）。

こ
れ
ま
で
、
牧
野
と
日
野
と
の
交
流
に
つ
い

て
は
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
稿
に
お
い
て
日
野
の
活
動
を
明
ら
か
に
し
、
牧
野
の
書
簡

を
中
心
に
二
人
の
交
流
に
つ
い
て
資
料
紹
介
を
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一　

日
野
富
三
郎
の
活
動
に
つ
い
て

（
１
）
日
野
富
三
郎
の
経
歴

　

日
野
富
三
郎
は
江
戸
時
代
に
岩
谷
口
村
の
庄
屋
を
代
々
務
め
た
日
野
家
の
出
身
で
、
明
治

一
六
（
一
八
八
三
）
年
に
日
野
喜
一
郎
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
松
山
中
学
か
ら
岡
山
の
第

六
高
等
学
校
に
進
学
し
、
同
三
九
年
に
東
京
帝
国
大
学
農
科
大
学
農
学
科
に
入
学
し
た
。
そ

し
て
、
在
学
中
に
岐
阜
か
ら
取
り
寄
せ
た
富
有
柿
の
苗
数
本
を
持
っ
て
砥
部
に
帰
省
し
、
次
兄

の
陽
二
郎
が
植
え
た
こ
と
が
砥
部
地
方
に
お
け
る
富
有
柿
栽
培
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
る（

4
）。

　

同
四
二
年
、
日
野
は
東
京
帝
国
大
学
農
科
大
学
を
卒
業
し（

5
）、

い
っ
た
ん
鹿
児
島
県
立
鹿

屋
農
学
校
教
諭
と
な
る
が
、
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
に
東
京
に
戻
り
、
東
京
帝
国
大
学
農

科
大
学
の
副
手
を
務
め
た
。
そ
の
間
、
同
大
学
附
近
の
駒
場
等
で
植
物
採
集
等
を
行
っ
て
い

る
が（

6
）、

翌
年
に
は
同
大
学
教
授
大
沼
宏
平
と
一
緒
に
上
州
赤
城
山
（
群
馬
県
）
で
植
物
を
採

集
し
、
同
教
授
か
ら
植
物
の
同
定
の
指
導
を
受
け
て
い
る（

7
）。

そ
の
後
、『
農
学
会
報
』
に
海

外
の
植
物
学
の
論
文
を
紹
介
し
た（

8
）。

　

そ
し
て
、
大
正
五
（
一
九
一
六
年
）
に
日
野
は
再
び
鹿
児
島
県
立
鹿
屋
農
学
校
に
戻
り
、

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
ま
で
教
諭
を
勤
め
、
そ
の
後
は
愛
媛
に
帰
郷
し
て
家
の
経
営
を
し

な
が
ら
植
物
学
の
研
究
に
携
わ
っ
た
。
昭
和
二
七
年
に
病
没
し
た
。
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（
２
）
田
代
善
太
郎
と
の
交
流

　

大
正
五
年
、
再
び
鹿
児
島
県
立
鹿
屋
農
学
校
に
戻
っ
た
日
野
は
、
博
物
学
の
教
鞭
を
取
り

な
が
ら
、
田
代
善
太
郎
に
師
事
し
て
交
流
を
深
め
た
。
田
代
は
牧
野
を
師
事
す
る
植
物
学
者

で
、
熊
本
師
範
学
校
や
長
崎
高
等
女
学
校
で
教
員
を
務
め
る
傍
ら
、
九
州
各
地
で
牧
野
を
招

い
て
植
物
採
集
会
を
開
い
て
い
た（

9
）。

同
二
年
に
鹿
児
島
の
加
治
木
中
学
校
に
赴
任
し
た
後
、

博
物
学
会
の
活
動
の
一
環
と
し
て
鹿
児
島
県
に
博
物
館
設
置
の
必
要
を
提
案
し
た（
10
）。

そ
し

て
、
将
来
の
博
物
館
や
学
校
の
博
物
標
本
の
充
実
化
を
図
る
た
め
、
県
内
の
小
・
中
学
校
教

員
や
博
物
学
会
員
を
動
員
し
て
植
物
採
集
を
行
っ
た（
11
）。

翌
年
、
一
月
の
桜
島
噴
火
関
係
資
料

保
存
展
示
の
た
め
鹿
児
島
県
立
図
書
館
内
に
博
物
部
常
任
委
員
会
が
発
足
さ
れ
る（
12
）。

そ
こ

で
、
日
野
は
同
五
年
に
鹿
児
島
県
立
図
書
館
博
物
部
臨
時
委
員
の
嘱
託
を
兼
任
し
て（
13
）桜

島

（
鹿
児
島
県
）
で
植
物
採
集
を
行
い
（
表
１　

番
号
１
）、
翌
年
三
月
に
は
博
物
採
集
を
目
的

と
し
て
奄
美
大
島
（
鹿
児
島
県
）
に
出
張
し
た（
14
）。

日
野
が
田
代
指
導
の
植
物
採
集
会
に
初
め

て
参
加
し
た
の
は
、
同
七
年
の
霧
島
採
集
会
で
あ
る
。
こ
れ
ら
で
採
集
し
た
植
物
標
本
の
一

部
が
鹿
児
島
県
立
図
書
館
に
収
め
ら
れ
、
現
在
の
鹿
児
島
県
立
博
物
館
に
受
け
継
が
れ
て
い

る
と
推
測
さ
れ
る
（
表
１　

番
号
11
〜
44
・
47
〜
49
）。

　

同
八
年
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
法
が
制
定
さ
れ
、
翌
年
に
田
代
が
鹿
児
島
県
よ
り

天
然
記
念
物
調
査
常
任
委
員
の
嘱
託
及
び
内
務
省
よ
り
天
然
記
念
物
調
査
の
嘱
託
を
任
じ
ら

れ
る
と
、
田
代
は
日
野
に
対
し
て
種
子
島
や
野
間
半
島
・
穎
娃
・
指
宿
・
山
川
地
方
（
鹿
児

島
県
）
に
お
け
る
天
然
記
念
物
調
査
の
写
真
撮
影
を
依
頼
し
た（
15
）。

ま
た
、
田
代
が
同
一
一
年

に
屋
久
島
調
査
を
実
施
し
た
際
に
は
、
日
野
と
一
緒
に
屋
久
島
国
有
林
施
業
計
画
概
要
書
か

ら
天
然
記
念
物
調
査
に
必
要
な
箇
所
を
写
し
と
っ
て
い
る
。
同
一
三
年
に
実
施
し
た
高
山
・

枕
崎
・
高
隈
山
調
査
に
も
日
野
は
参
加
し
、
鹿
屋
近
辺
の
調
査
の
際
に
は
田
代
を
自
宅
に
泊

め
た（
16
）。

　

そ
し
て
、
天
然
記
念
物
調
査
を
終
え
た
田
代
は
、
同
一
四
年
に
京
都
帝
国
大
学
の
嘱
託
と

な
っ
て
九
州
を
去
る
が
、
一
方
で
日
野
は
日
本
植
物
学
会
に
入
会
し
て
い
る（
17
）。

そ
の
後
も
田

代
と
日
野
の
交
流
は
続
き
、
同
一
五
年
、
田
代
が
汎
太
平
洋
学
術
会
議
の
見
学
旅
行
団
の
案

内
書
「
火
山
と
植
物
」
を
作
る
た
め
に
桜
島
の
調
査
を
行
っ
た
時
に
、
日
野
は
同
行
し
て
桜

島
頂
上
付
近
で
写
真
を
二
枚
撮
影
し
た（
18
）。

こ
う
し
て
、
京
都
に
拠
点
を
移
し
た
田
代
は
、
昭

和
天
皇
の
行
幸
で
植
物
・
動
物
標
本
の
天
覧
が
実
施
さ
れ
る
時
に
各
地
で
説
明
役
を
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
、
昭
和
天
皇
が
海
軍
大
演
習
の
た
め
奄
美
大

島
に
行
幸
さ
れ
た
際
に
植
物
標
本
等
の
天
覧
が
あ
っ
た
。
そ
の
事
前
の
準
備
の
た
め
田
代
が

鹿
児
島
高
等
農
林
学
校
を
訪
れ
て
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
際
に
、
同
校
の
河
越
重
紀
教
授
と

日
野
が
参
加
し
て
い
る（
19
）。

日
野
が
奄
美
大
島
で
撮
影
し
た
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
、
オ
ッ
ト

ン
ガ
エ
ル
、
ア
マ
ミ
ト
ゲ
ネ
ズ
ミ
、
ハ
ブ
等
の
写
真
が
日
野
家
に
残
っ
て
お
り（
20
）、

事
前
準
備

に
活
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
後
、
田
代
は
御
召
艦
上
で
植
物
標
本
・
写
真
等
を
示

し
な
が
ら
昭
和
天
皇
に
暖
地
性
植
物
の
分
布
に
つ
い
て
説
明
し
た（
21
）。

　

ま
た
、
日
野
は
田
代
が
四
国
と
九
州
で
採
集
会
を
開
催
し
た
際
に
は
同
行
し
た
い
意
向
を

伝
え
て
お
り（
22
）、

鹿
児
島
県
内
で
採
集
し
た
植
物
の
同
定
の
依
頼
を
行
っ
て
い
る（
23
）。

現
在
、
京

都
大
学
総
合
博
物
館
と
国
立
科
学
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
植
物
標
本
（
表
１　

番
号
45
・

46
）
は
、
い
ず
れ
も
日
野
が
田
代
を
通
じ
て
同
定
を
行
う
た
め
送
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る（
24
）。

（
３
）
愛
媛
や
鹿
児
島
等
の
植
物
学
者
た
ち
と
の
交
流

　

日
野
が
鹿
児
島
県
内
で
交
流
を
持
っ
た
人
物
と
し
て
は
、
鹿
児
島
高
等
農
林
学
校
植
物
学

教
室
の
教
授
河
越
重
紀
や
同
校
教
授
内
藤
喬
が
日
野
家
の
資
料
か
ら
確
認
さ
れ
る（
25
）。

経
緯
が

不
明
で
は
あ
る
が
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
四
月
に
種
子
島
、
同
七
年
三
月
に
は
沖
縄
県

名
護
公
園
内
等
で
日
野
が
採
集
を
行
っ
た
植
物
標
本
が
同
校
に
収
め
ら
れ
、
現
在
の
鹿
児
島

大
学
総
合
研
究
博
物
館
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
（
表
１　

番
号
２
〜
10
・
51
）。

　

愛
媛
県
関
係
の
植
物
学
者
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
同
九
年
に
松
山
高
等
学
校
植
物

学
教
室
の
教
授
神
谷
辰
三
郎
か
ら
葉
書
が
日
野
に
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ

こ
に
は
、
島
津
（
島
津
製
作
所
か
）
の
植
物
標
本
等
に
つ
い
て
日
野
か
ら
神
谷
に
相
談
を
も

ち
か
け
た
こ
と
に
対
す
る
返
事
が
書
か
れ
て
い
る（
26
）。

　

ま
た
、
田
代
を
通
じ
て
八
木
繁
一
と
も
交
流
を
持
っ
て
い
る
。
田
代
は
、
こ
れ
ま
で
愛
媛

県
各
地
で
採
集
会
を
開
き
、
愛
媛
の
植
物
学
者
を
指
導
し
、
植
物
誌
の
序
文
も
寄
稿
し
て

い
た（
27
）。

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
に
日
野
は
鹿
児
島
県
立
鹿
屋
農
学
校
を
辞
し
て
愛
媛
に
帰

郷
し
た
が
、
四
国
及
び
九
州
に
お
い
て
の
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。
同
年
、
田
代
が
愛
媛
県

師
範
学
校
を
訪
れ
た
際
に
、
同
校
教
諭
で
牧
野
と
田
代
に
師
事
し
、
後
に
愛
媛
の
植
物
学
の
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父
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
八
木
繁
一
の
案
内
で
日
野
の
植
物
標
本
を
閲
覧
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、
同
校
の
郷
土
館
に
動
植
物
標
本
等
が
展
示
さ
れ
て
二
年
目
を
迎
え
た
の
で
訪
ね

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
夜
、
田
代
は
八
木
の
自
宅
に
宿
泊
し
、
再
び
日
野
の
標
本
を
閲
覧
し

て
い
る（
28
）。

こ
の
こ
と
か
ら
、
日
野
は
八
木
と
交
流
が
あ
り
、
郷
土
館
に
日
野
の
標
本
が
収
め

ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
戦
争
に
よ
っ
て
愛
媛
県
師
範
学
校
が
焼
け
て
し
ま
っ
た
た

め
、
日
野
の
植
物
標
本
は
失
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

翌
年
、
久
住
山
（
大
分
県
）
で
田
代
を
講
師
に
迎
え
、
植
物
採
集
会
及
び
実
地
指
導
会
が

行
わ
れ
た
（
資
料
８
）。
こ
の
時
に
、
日
野
と
一
緒
に
参
加
し
て
い
る
山
下
幸
平
は
佐
賀
県

出
身
で
、
九
州
の
小
学
校
の
教
諭
を
務
め
た
後
に
愛
媛
県
立
大
洲
中
学
校
に
転
任
し
、
牧
野

や
田
代
等
か
ら
指
導
を
受
け
、『
愛
媛
県
植
物
便
覧（
29
）』

等
の
著
書
を
発
行
し
て
愛
媛
の
植
物

学
に
貢
献
し
て
い
る
。
同
一
一
年
の
屋
久
島
採
集
会
で
は
、
申
込
の
受
付
を
山
下
が
行
い
、

田
代
が
講
師
を
つ
と
め
、
日
野
が
写
真
撮
影
を
行
っ
た（
30
）。

ま
た
、
山
下
か
ら
日
野
に
送
っ
た

写
真
が
入
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
封
筒
が
残
っ
て
お
り（
31
）、

二
人
の
間
に
交
流
が
あ
っ
た
こ
と

が
示
さ
れ
る
。
資
料
８
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

な
お
、
愛
媛
に
活
動
の
拠
点
を
移
し
た
日
野
は
、
宇
和
島
の
博
物
学
者
・
今
泉
虎
雄
と
も

交
流
が
あ
り
、
同
九
年
に
田
代
の
指
導
の
も
と
に
行
わ
れ
た
宮
崎
県
青
井
岳
等
調
査（
32
）と

同

一
三
年
に
牧
野
の
指
導
で
行
わ
れ
た
種
子
島
調
査
に
一
緒
に
参
加
し
て
い
る（
33
）。

同
一
三
年
の

種
子
島
調
査
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

　

最
後
に
、
九
州
の
植
物
学
者
と
し
て
は
、
鹿
児
島
時
代
か
ら
交
流
し
て
い
た
上
妻
博
之
が

あ
げ
ら
れ
る
。
上
妻
は
田
代
の
教
え
子
で
、
牧
野
か
ら
も
師
事
を
受
け
、
九
州
学
院
の
博
物

学
教
師
を
勤
め
る
傍
ら
で
「
熊
本
記
念
植
物
採
集
会
」
を
発
足
さ
せ
る
な
ど
、
植
物
学
者
及

び
歴
史
学
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
先
述
の
久
住
山
の
採
集
会
を
は
じ
め
と
し
た
数
々
の
田
代

の
採
集
会
に
上
妻
は
参
加
し
、
日
野
と
も
た
び
た
び
行
動
を
共
に
し
て
い
る
。
時
に
は
、
田

代
と
上
妻
が
熊
本
で
植
物
採
集
会
を
行
っ
た
時
に
日
野
が
参
加
し（
34
）、

上
妻
か
ら
日
野
に
阿
蘇

山
麓
等
の
植
生
に
関
す
る
写
真
を
送
付
さ
れ
る
な
ど（
35
）、

親
し
く
交
流
し
て
い
た
。

（
４
）
牧
野
富
太
郎
と
の
交
流

　

日
野
と
牧
野
の
接
点
を
示
す
最
初
の
資
料
は
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
の
牧
野
富
太
郎

書
（
資
料
１
）
で
あ
る
。
昭
和
初
期
に
国
有
天
然
林
調
査
が
全
国
の
営
林
局
で
実
施
さ
れ
て

お
り（
36
）、

牧
野
は
各
地
の
営
林
局
か
ら
招
聘
さ
れ
、
指
導
を
行
っ
て
い
た（
37
）。

そ
こ
で
、
同
年
九

州
を
統
括
す
る
熊
本
営
林
局
に
よ
る
国
有
林
調
査
に
招
か
れ
た
牧
野
は
、
熊
本
で
調
査
を
終

え
て
か
ら
鹿
児
島
に
入
り
、
一
〇
月
二
七
日
〜
一
一
月
五
日
ま
で
鹿
児
島
で
調
査
を
行
っ
た（
38
）。

ち
ょ
う
ど
日
野
も
こ
の
頃
に
鹿
児
島
県
内
の
国
有
林
調
査
に
協
力
し
て
熊
本
営
林
局
や
内
之

浦
営
林
署
の
指
導
を
行
っ
て
い
た
た
め（
39
）、

牧
野
の
調
査
に
同
行
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
時
に
は
、
日
野
は
高
山
の
城
山
に
自
生
し
て
い
る
ヤ
ッ
コ
ウ
ソ
ウ
等
を
案
内
し（
40
）、

同
じ
く

高
山
で
ヤ
ツ
シ
ロ
ラ
ン
を
二
本
採
集
し
て
牧
野
に
差
し
上
げ
て
い
る（
41
）。

こ
の
こ
と
が
縁
と
な

り
、
翌
年
、
牧
野
に
ヨ
ウ
ラ
ク
ツ
ツ
ジ
の
同
定
の
依
頼
を
し
た
と
思
わ
れ
、
日
野
の
植
物
標

本
が
現
在
の
東
京
都
立
大
学
牧
野
標
本
館
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
表
１　

番
号
50
）。

　

そ
し
て
、
同
七
年
に
牧
野
が
宮
崎
南
部
と
青
島
（
宮
崎
県
）
を
調
査
し
た
際
に
、
青
島
に

行
く
途
中
の
車
で
日
野
と
同
席
し
、
青
島
の
調
査
を
終
え
る
と
宮
崎
駅
で
日
野
と
別
れ
た
。

こ
の
時
に
は
国
有
林
を
通
じ
て
日
野
と
交
流
の
あ
る
熊
本
営
林
局
の
荒
川
潔（
42
）も

宮
崎
南
部

で
合
流
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
鹿
児
島
入
り
を
し
た
牧
野
を
日
野
と
親
交
の
あ
る
内
藤
喬
や

永
井
亀
彦
が
出
迎
え
た（
43
）。

牧
野
の
訪
れ
る
場
所
の
先
々
に
は
植
物
学
者
の
つ
な
が
り
の
深
さ

が
伺
え
る
。

　

ま
た
、日
野
は
牧
野
が
指
導
す
る
高
知
の
植
物
採
集
会
に
参
加
し
て
い
る
。
同
九
年
八
月
、

牧
野
は
国
有
林
調
査
（
五
〜
一
〇
日
に
実
施
）
の
た
め
高
知
営
林
局
に
招
聘
さ
れ
た
際
に
、

同
月
一
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
「
植
物
採
集
研
究
会
」
を
指
導
し
た（
44
）。

そ
の
時
の
会
員
名
簿

に
日
野
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る（
45
）。

　

な
お
、
同
一
三
年
八
月
四
〜
九
日
に
牧
野
の
指
導
に
よ
る
種
子
島
調
査
が
行
わ
れ
、
日
野

は
今
泉
虎
雄
と
宇
和
島
を
経
由
し
て
参
加
し
た（
46
）。

牧
野
の
書
簡
（
資
料
６
）
に
お
い
て
も
、

こ
の
時
に
日
野
が
参
加
を
し
た
こ
と
を
振
り
返
っ
て
お
り
、
一
緒
に
採
集
し
た
こ
と
を
な
つ

か
し
ん
で
い
る
。
日
野
宛
の
牧
野
の
書
簡
や
葉
書
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
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二　

資
料
紹
介

（
１
）
資
料
１　
「
牧
野
富
太
郎
書
（
昭
和
三
年
一
一
月
五
日
付
）」
に
つ
い
て

　

牧
野
富
太
郎
が
九
州
を
統
括
す
る
熊
本
営
林
局
に
よ
る
国
有
林
調
査
に
招
か
れ
た
際
に
、

熊
本
か
ら
鹿
児
島
に
入
り
、
高
山
（
鹿
児
島
県
）
で
ヤ
ッ
コ
ウ
ソ
ウ
を
採
集
し
た
こ
と
に
つ

い
て
昭
和
三（
一
九
二
八
）年
一
一
月
五
日
に
揮
毫
し
た
書
。
牧
野
が
鹿
児
島
市
山
下
町（
鹿

児
島
市
）
の
薩
摩
屋
別
館
に
宿
泊
し
た
際（
47
）に

日
野
に
書
い
て
渡
し
た
と
思
わ
れ
る
。
結
網
は

牧
野
の
号
。
縦
一
三
五
・
〇
×
横
三
四
・
三
㎝
で
、
資
料
の
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。
日
野

の
鞄
に
資
料
１
を
丸
め
て
入
れ
た
状
態
の
ま
ま
発
見
さ
れ
た
。
現
在
は
、額
装
に
し
て
い
る
。

ヤ
ッ
コ
ウ
ソ
ウ
は
、
牧
野
が
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
に
命
名
し
、
二
年
後
に
新
科
を
創

設
し
た
植
物
で
あ
り
、
特
別
な
思
い
入
れ
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
我
が
子
と
再
会
し
た
時
の

よ
う
な
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

（
２
）
資
料
２
「
牧
野
富
太
郎
と
日
野
富
三
郎
写
真
」
に
つ
い
て

　

資
料
２
は
、
日
野
が
撮
影
し
て
現
像
し
た
も
の
で
、
縦
四
・一
×
横
五
・
九
㎝
。
資
料
の
保

存
状
態
は
良
好
。
場
所
は
不
明
で
あ
る
が
、
牧
野
と
日
野
た
ち
の
集
合
写
真
。
後
列
の
左
か

ら
二
番
目
が
牧
野
で
、
同
列
の
左
か
ら
三
番
目
が
日
野
で
あ
る
。

（
３
）
資
料
３
「
牧
野
富
太
郎
葉
書
（
昭
和
一
四
年
八
月
二
四
日
付
）」
に
つ
い
て

　

資
料
３
は
縦
一
四
・
二
×
横
八
・
八
㎝
の
葉
書
。
資
料
の
保
存
状
態
は
良
好
。
概
略
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。
牧
野
は
植
物
方
言
の
調
査
も
行
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
日
野
に
大
隅
地

方
の
植
物
方
言
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
た
葉
書
。「
か
う
し
う
う
や
く
」
と
い
う
植
物
に
つ

い
て
、
大
隅
地
方
で
は
「
へ
ん
ち
し
ば
」
と
い
う
植
物
方
言
が
あ
る
と
聞
い
た
の
で
、
日
野

に
「
へ
ん
ち
」
と
は
大
隅
の
方
言
で
ど
ん
な
意
味
か
尋
ね
て
い
る
。

（
４
）
資
料
４
「
牧
野
富
太
郎
葉
書
（
昭
和
一
四
年
八〈
九
〉月
一
日
付
）」
に
つ
い
て

　

資
料
４
は
、
縦
一
四
・
二
×
横
八
・
八
㎝
の
葉
書
。
資
料
の
保
存
状
態
は
良
好
。
概
略
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。
八
月
二
四
日
付
の
葉
書
（
資
料
３
）
に
続
い
て
、
日
野
の
返
事
に
礼

を
述
べ
、「
へ
ん
ち
」
に
つ
い
て
は
方
言
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

一
〇
月
頃
に
福
岡
県
で
ダ
ル
マ
ギ
ク
の
採
集
と
古
処
山
（
福
岡
県
）
の
ツ
ゲ
（
天
然
記
念
物

古
処
山
ツ
ゲ
原
始
林
）
の
調
査
を
行
い
た
い
が
、
ま
だ
確
定
を
し
て
い
な
い
た
め
、
も
し
、

調
査
を
行
う
場
合
に
は
、
日
野
に
知
ら
せ
る
と
記
し
て
い
る
。

（
５
）
資
料
５
「
牧
野
富
太
郎
書
簡
（
昭
和
一
〇
年
九
月
二
五
日
付
）」
に
つ
い
て

　

資
料
５
は
、
縦
二
四
・一
×
横
一
六
・
四
㎝
で
、
便
箋
三
枚
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
資
料
の
保

存
状
態
は
良
好
。

　

概
略
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
牧
野
は
、
最
初
に
日
野
か
ら
葉
書
が
送
ら
れ
た
こ
と
と
、

日
野
か
ら
送
ら
れ
た
ビ
ロ
ウ
と
ソ
テ
ツ
の
原
生
林
の
写
真
に
つ
い
て
礼
を
述
べ
て
い
る
。
そ

し
て
、
前
月
に
日
野
が
田
代
や
上
妻
と
熊
本
で
植
物
採
集
を
行
っ
た
こ
と（
48
）に

触
れ
、
愉
快

だ
っ
た
事
で
し
ょ
う
、と
ね
ぎ
ら
っ
て
い
る
。牧
野
も
東
北
の
奥
地
や
加
賀
の
白
山（
石
川
県
・

岐
阜
県
）、
越
中
の
立
山
（
富
山
県
）、
黒
部
渓
谷
（
富
山
県
）、
六
甲
山
（
兵
庫
県
）、
丹
後

久
美
浜
（
京
都
府
）
に
行
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
立
山
を
登
れ
た
の
で
か
つ
て
日
野
と
登
っ
た

高
山
へ
も
ま
だ
登
れ
る
と
書
い
て
い
る
。
立
山
は
三
〇
〇
〇
ｍ
級
、
高
山
は
九
〇
〇
ｍ
級
の

山
な
の
で
、健
脚
ぶ
り
を
親
子
ほ
ど
年
の
離
れ
た
年
少
の
日
野
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
そ
の
後
、

牧
野
は
広
島
文
理
科
大
学
教
授
高
木
哲
雄
と
話
し
合
い
、
来
年
に
は
汽
船
を
一
隻
借
り
て
小

豆
島
か
ら
山
口
県
の
周
防
大
島
ま
で
、
瀬
戸
内
海
の
島
々
の
植
物
採
集
を
行
う
計
画
が
あ
る

の
で
、
実
現
し
た
際
に
は
日
野
に
対
し
て
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
牧
野
に
と
っ
て
大
隅
南
部
は
憧
れ
の
地
な
の
で
、
そ
の
う
ち
行
く
よ
う
に
し
た
い

と
述
べ
、
そ
の
時
に
は
ぜ
ひ
日
野
に
同
行
し
た
い
と
希
望
し
て
い
る
。
再
度
日
野
か
ら
送
ら

れ
た
ビ
ロ
ウ
と
ソ
テ
ツ
の
写
真
に
つ
い
て
話
題
と
し
、
野
生
の
状
態
が
よ
く
出
て
い
る
こ
と

を
喜
ん
で
厚
く
礼
を
述
べ
た
。

　

な
お
、牧
野
が
発
行
し
た
昭
和
一
〇（
一
九
三
五
）年
に
出
版
し
た『
牧
野
植
物
学
全
集
』（
第

一
巻
）
を
読
ん
だ
日
野
に
対
し
て
礼
を
述
べ
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
誤
植
が
あ
る
の
で
注
意

し
て
ほ
し
い
こ
と
を
お
願
い
し
て
い
る
。
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（
６
）
資
料
６
「
牧
野
富
太
郎
書
簡
（
昭
和
一
四
年
八
月
一
一
日
付
）」
に
つ
い
て

　

資
料
６
は
、
縦
一
四
・
二
×
横
八
・
八
㎝
の
便
箋
二
枚
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
資
料
の
保
存
状

態
は
良
好
。

　

概
略
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
前
年
八
月
に
種
子
島
で
日
野
と
植
物
採
集
を
行
っ
た
こ
と

を
牧
野
は
懐
か
し
み
、
今
年
も
行
き
た
か
っ
た
が
諸
事
情
に
よ
り
断
念
し
た
の
で
、
来
年
七

月
に
は
種
子
島
に
行
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。
今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
今
年
一
〇
月
頃

に
福
岡
県
に
ダ
ル
マ
ギ
ク
の
採
集
に
行
き
た
い
の
で
、
も
し
、
予
定
が
決
ま
っ
た
ら
都
合
が

つ
け
ば
参
加
し
て
ほ
し
い
。
つ
い
で
に
秋
月
町
（
福
岡
県
）
へ
行
っ
て
古
処
山
へ
登
り
、
ツ

ゲ
の
林
を
調
査
し
た
い
と
述
べ
て
い
る
。

（
７
）
資
料
７　

日
野
富
三
郎
の
植
物
画
に
つ
い
て

　

資
料
７
は
、縦
一
五
・
二
×
横
二
二
・
八
㎝
の
ス
ケ
ッ
チ
帳
（
八
〇
頁
）
に
描
か
れ
て
い
る
。

明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
頃
、
日
野
は
大
学
在
学
中
に
岐
阜
か
ら
取
り
寄
せ
た
富
有
柿
の

苗
数
本
を
持
っ
て
砥
部
に
帰
省
し
、
次
兄
の
陽
二
郎
が
そ
の
苗
を
植
え
た
こ
と
が
砥
部
地
方

の
富
有
柿
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
植
物
画
は
日
野
が
果
樹
の
研
究
の
際
に
描
い
た

も
の
で
、
渋
柿
の
一
種
の
妙
丹
柿
。
ま
た
、
日
野
は
、
よ
く
牧
野
の
話
を
娘
に
聞
か
せ
、
自

分
の
絵
と
比
較
し
て
「
先
生
（
牧
野
富
太
郎
）
の
デ
ッ
サ
ン
は
も
っ
と
精
密
で
綺
麗
だ
っ
た
」

と
語
っ
た
と
い
う
。

（
８�

）
資
料
８
「
第
二
回
植
物
採
集
及
び
實
地
指
導
會
」
写
真
（
昭
和
八
年
八
月
）

　

大
分
県
の
久
住
山
で
第
二
回
植
物
採
集
及
び
実
地
指
導
会
が
行
わ
れ
た
時
の
集
合
写
真

で
、
縦
一
一・
四
×
横
一
六
・一
㎝
。
講
師
に
は
京
都
帝
国
大
学
田
代
善
太
郎
が
招
か
れ
、
大

分
営
林
署
員
や
愛
媛
、
九
州
各
地
か
ら
教
員
が
集
ま
っ
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
日
野

と
交
流
が
あ
っ
た
愛
媛
県
県
立
大
洲
中
学
校
教
諭
山
下
幸
平
が
い
る
。
山
下
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
一
章
（
３
）
に
お
い
て
紹
介
し
た
が
、大
洲
を
中
心
と
し
て
植
物
採
集
を
行
い
、数
々

の
植
物
誌
を
発
行
し
て
お
り
、『
愛
媛
県
植
物
便
覧
』は
、愛
媛
の
植
物
学
の
父
・
八
木
繁
一『
愛

媛
県
植
物
誌（
49
）』

に
続
く
研
究
成
果
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
熊
本
か
ら
田
代
の
教
え
子

で
、
日
野
と
も
親
交
の
深
い
植
物
学
者
の
上
妻
博
之
も
参
加
し
て
い
る
。
日
野
は
手
前
か
ら

三
列
目
の
左
端
。
田
代
は
手
前
か
ら
二
列
目
の
左
か
ら
五
番
目
。
山
下
は
前
か
ら
二
列
目
の

左
か
ら
三
番
目
。
上
妻
は
前
か
ら
二
列
目
の
右
か
ら
四
番
目
。

お
わ
り
に

　

本
稿
に
お
い
て
、
コ
ー
ナ
ー
展
「
牧
野
富
太
郎
と
日
野
富
三
郎
の
交
流
に
つ
い
て
」
の
展

示
資
料
と
し
て
資
料
１
〜
８
を
紹
介
し
た
。

　

資
料
１
で
は
、
こ
れ
ま
で
、『
牧
野
富
太
郎
植
物
採
集
行
動
録（
50
）』

に
よ
っ
て
鹿
児
島
市
内
ま

で
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、高
山
ま
で
足
を
伸
ば
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

資
料
３
・
４
で
は
、
牧
野
は
植
物
方
言
の
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
一
環
で
あ
っ
た
こ

と
が
伺
え
る
。
日
野
に
尋
ね
た
内
容
は
植
物
方
言
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
、
一
方
で
福

岡
に
お
け
る
植
物
採
集
会
の
計
画
が
実
施
さ
れ
る
際
に
は
参
加
を
希
望
し
て
お
り
、
日
野
に

対
し
て
熱
心
に
指
導
し
て
い
る
様
子
が
伝
わ
る
。

　

資
料
５
・
６
で
は
、
牧
野
か
ら
日
野
へ
懇
切
丁
寧
に
指
導
し
て
お
り
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

て
親
し
み
の
あ
る
文
章
で
書
か
れ
て
い
る
。
牧
野
が
計
画
し
て
い
る
植
物
採
集
会
へ
の
参
加

を
促
し
、
文
中
か
ら
二
人
の
信
頼
関
係
が
伺
え
る
。

　

資
料
７
で
は
、
日
野
は
絵
を
描
く
こ
と
を
学
生
の
頃
か
ら
得
意
と
し
て
い
た
の
で
、
よ
く

描
け
て
い
る
が
、
日
野
は
牧
野
の
細
密
画
の
方
が
よ
り
精
密
だ
っ
た
こ
と
や
、
牧
野
を
「
先

生
」
と
呼
ん
で
思
い
出
を
娘
に
話
し
、
日
頃
か
ら
尊
敬
の
念
を
強
く
抱
い
て
い
た
と
い
う
。

　

資
料
８
か
ら
は
、
植
物
採
集
会
に
は
九
州
や
愛
媛
か
ら
博
物
関
係
の
教
員
や
営
林
局
の
職

員
が
集
ま
り
、
九
州
に
お
い
て
も
植
物
同
好
会
の
ブ
ー
ム
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
野
は
、
東
京
帝
国
大
学
農
科
大
学
を
卒
業
後
、
牧
野
に
師
事
し
、
田
代

か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
九
州
や
愛
媛
の
植
物
学
者
と
交
流
し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
日
野

の
植
物
標
本
は
五
一
点
（
表
１
）
確
認
で
き
、日
野
の
活
動
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
資
料
１
〜
８
に
お
い
て
、
牧
野
は
植
物
学
へ
の
知
識
の
普
及
を
目
的
と
し
て
植
物
採

集
会
を
行
っ
て
お
り
、
植
物
研
究
を
日
野
も
ま
た
牧
野
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
行
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ら
の
活
動
か
ら
、
牧
野
の
植
物
学
へ
の
情
熱
を
日
野
も
ま
た
受
け

継
い
で
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
日
野
の
残
し
た
東
京
帝
国
大
学
農
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科
大
学
時
代
の
植
物
標
本
の
整
理
と
資
料
の
整
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
、

日
野
の
活
動
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
資
料
が
植
物
学
に
お
い
て
活
用
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

※
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館　

主
任
学
芸
員

謝
辞

　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
池
田
博
、
海
老
原
淳
、
加
藤
英
寿
、
金
本
直
子
、
小
林
真
吾
、

小
松
み
ち
、
鷹
尾
誠
一
郎
、
鷹
尾
秀
隆
、
田
金
秀
一
郎
、
田
中
伸
幸
、
永
益
英
敏
、
橋
越
清

一
、
日
野
さ
ゆ
り
、
日
野
真
成
、
日
野
長
治
、
松
井
宏
光
、
向
平
和
、
吉
田
広
、
吉
冨
博
之
、

愛
媛
県
総
合
科
学
博
物
館
、
愛
媛
県
立
大
洲
高
等
学
校
、
愛
媛
県
立
図
書
館
、
愛
媛
大
学
教

育
学
部
付
属
中
学
校
、
愛
媛
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
大
洲
市
立
図
書
館
、
鹿
児
島
県
立
鹿
屋

農
業
高
等
学
校
、
鹿
児
島
県
立
博
物
館
、
鹿
児
島
大
学
総
合
研
究
博
物
館
、
京
都
大
学
総
合

博
物
館
、
国
立
科
学
博
物
館
、
国
立
国
会
図
書
館
、
西
予
市
図
書
交
流
館
、
東
京
大
学
総
合

研
究
博
物
館
、
東
京
都
立
大
学
牧
野
標
本
館
（
敬
称
略
、
五
十
音
順
）
に
は
、
資
料
の
調
査

等
の
ご
協
力
や
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

注（
１
） 

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
編
『
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
資
料
目
録
第
五
集　

理
正
院
文
書
・
日

野
家
文
書
目
録
』（
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館　

一
九
九
九
年
）
九
頁
。

（
２
） 

田
中
純
子
「
向
坂
道
治
と
牧
野
富
太
郎
の
交
流
|
二
人
の
遣
り
取
り
し
た
書
簡
か
ら
見
え
る
植
物

図
鑑
編
纂
の
道
の
り
|
」（『
や
ま
と
ぐ
さ
』
第
四
号　

高
知
県
立
牧
野
植
物
園　

二
〇
二
二
年
）。

（
３
） 

山
本
薫
他
「
植
物
学
者
牧
野
富
太
郎
博
士
か
ら
の
手
紙
|
当
館
初
代
植
物
学
担
当
・
大
谷
茂
学
芸

員
関
係
史
料
の
紹
介
を
中
心
に
|
」（『
横
須
賀
市
博
物
館
研
究
報
告
（
人
文
科
学
）』
第
六
八
号

横
須
賀
市
自
然
・
人
文
博
物
館　

二
〇
二
四
年
）。

（
４
） 

愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
編『
河
川
流
域
の
生
活
文
化（
平
成
六
年
度
地
域
文
化
調
査
報
告
書
）』

（
愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
五
年
）
一
〇
八
頁
。

（
５
） 

市
川
大
祐
「
農
学
部
図
書
館
所
蔵
卒
業
論
文
所
在
状
況
に
つ
い
て
」（『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究

室
紀
要
』
第
六
号　

二
〇
〇
二
年
）
一
一
四
頁
。
日
野
は
卒
業
論
文
と
し
て
「
白
米
ノ
実
験
報
告

書
」
を
提
出
し
て
い
る
。

（
６
） 「
日
野
富
三
郎
採
集
植
物
標
本
」（
個
人
蔵
・
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
保
管
「
日
野
富
三
郎
関
係

資
料
」）。
新
聞
紙
に
駒
場
等
の
地
名
が
書
か
れ
て
い
る
。

（
７
） 

大
正
二
年
八
月
六
日
付
「
日
野
富
三
郎
宛
大
谷
宏
平
書
簡
」（
個
人
蔵
・
愛
媛
県
歴
史
文
化
博

物
館
保
管
「
日
野
富
三
郎
関
係
資
料
」）。
日
野
は
大
谷
か
ら
植
物
の
同
定
の
指
導
を
受
け
て
い

る
。
福
島
県
植
物
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
『
福
島
県
植
物
誌
』（
福
島
県
植
物
誌
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
八
七
年
）
三
頁
に
よ
る
と
、大
谷
は
農
科
大
学
で
植
物
の
同
定
や
ド
イ
ツ
語
の
教
授
を
し
た
。

（
８
） 『
農
学
会
報
』
一
五
四
号
（
農
学
会　

一
九
一
五
年
六
月
五
日
）
四
二
四
〜
四
三
〇
頁
。
同

一
五
五
号
（
農
学
会　

一
九
一
五
年
七
月
五
日
）
四
九
八
〜
五
〇
〇
頁
。

（
９
） 

牧
野
富
太
郎
『
牧
野
富
太
郎
自
叙
伝
』（
講
談
社　

二
〇
二
三
年
）
七
七
頁
。
牧
野
は
、「
九
州
辺

へ
は
六
年
も
続
け
て
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
。」
と
回
顧
し
て
い
る
。
田
中
伸
幸
『
牧
野
富
太
郎
の

植
物
学
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版　

二
〇
二
三
年
）
一
七
七
〜
一
七
九
頁
。
牧
野
は
全
国
規
模
の
植
物
趣

味
の
普
及
活
動
（
布
教
活
動
に
近
い
）
に
よ
っ
て
同
好
会
設
立
に
協
力
し
、
そ
の
輪
を
広
げ
る
こ

と
に
邁
進
し
た
の
で
、
田
代
に
も
指
導
し
て
い
る
。
田
代
晃
二
『
田
代
善
太
郎
日
記
〔
明
治
篇
〕

（
九
州
時
代
）』（
創
元
社　

一
九
六
八
年
）（
三
）〜（
八
）
頁
に
田
代
の
略
年
譜
に
つ
い
て
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

（
10
）
田
代
晃
二
『
田
代
善
太
郎
日
記
〔
大
正
篇
〕』（
創
元
社　

一
九
七
二
年
）
一
五
頁
。

（
11
）
前
掲
（
10
）（
一
二
）・
二
七
頁
・
四
三
・
七
六
・
七
七
頁
。

（
12
） 

鹿
児
島
県
立
博
物
館
編『
鹿
児
島
県
立
博
物
館
要
覧
』（
鹿
児
島
県
立
博
物
館　

二
〇
二
四
年
）二
頁
。

（
13
）「
履
歴
書
」（
個
人
蔵
「
日
野
富
三
郎
関
係
資
料
」）。

（
14
） 

大
正
六
年
三
月
一
四
日
付「（
大
島
郡
博
物
標
本
採
集
ノ
為
メ
出
張
に
付
打
ち
切
り
支
給
通
知
書
）」

（
個
人
蔵「
日
野
富
三
郎
関
係
資
料
」）。
大
島（
鹿
児
島
県
奄
美
大
島
）出
張
旅
費
の
件
に
つ
い
て
、

鹿
児
島
県
立
図
書
館
が
打
ち
切
り
支
給
の
形
で
出
張
を
許
可
し
て
い
る
。

（
15
） 
前
掲
（
10
）
二
一
八
・
二
四
五
頁
。
日
野
家
に
富
三
郎
が
使
用
し
て
い
た
カ
メ
ラ
が
残
っ
て
お
り
、

所
蔵
者
が
日
本
カ
メ
ラ
博
物
館
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、「
エ
ル
ネ
マ
ン
・
ヘ
ア
ク
（
ヘ
ー
グ
）

（
15
）」
と
い
う
ド
イ
ツ
の
メ
ー
カ
ー
の
カ
メ
ラ
と
返
答
が
あ
っ
た
。
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（
16
）
前
掲
（
10
）
三
二
三
・
三
七
五
・
三
七
六
・
三
八
四
頁
。

（
17
）『
植
物
学
雑
誌
』
三
九
巻
四
六
四
号
（
日
本
植
物
学
会　

一
九
二
五
年
）
二
八
七
頁
。

（
18
）
前
掲
（
10
）
四
三
三
頁
。

（
19
）
田
代
晃
二
『
田
代
善
太
郎
日
記
〔
昭
和
篇
〕』（
創
元
社　

一
九
七
三
年
）
一
八
頁
。

（
20
）
個
人
蔵
「
日
野
富
三
郎
関
係
資
料
」。

（
21
）
前
掲
（
19
）
五
・
二
〇
頁
。

（
22
） 

昭
和
七
年
七
月
六
日
付
「
田
代
善
太
郎
宛
日
野
富
三
郎
書
簡
」（
京
都
大
学
総
合
博
物
館
蔵
「
田

代
善
太
郎
書
簡
等
資
料　

愛
媛
県　

書
簡
」）。

（
23
） 

六
月
二
〇
日
付
「
田
代
善
太
郎
宛
日
野
富
三
郎
書
簡
」（
京
都
大
学
総
合
博
物
館
蔵
「
田
代
善
太

郎
書
簡
等
資
料　

鹿
児
島
県　

書
簡
」）。

（
24
） 

前
掲
（
10
）
一
八
九
頁
。
田
代
は
恩
師
の
根
本
完
爾
が
行
っ
て
い
る
東
京
科
学
博
物
館
植
物
室
の

腊
葉
充
実
に
協
力
し
て
い
た
の
で
、
日
野
は
根
本
を
紹
介
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
25
） 

大
正
一
〇
年
四
月
二
二
日
付
「
日
野
富
三
郎
宛
河
越
重
紀
葉
書
」（
個
人
蔵
「
日
野
富
三
郎
関
係

資
料
」）
で
は
、
日
野
が
河
越
に
対
し
て
奄
美
大
島
の
植
物
調
査
を
行
っ
た
報
告
と
質
問
に
対
す

る
返
答
を
し
て
い
る
。
ま
た
、（
昭
和
五
）
年
一
二
月
三
日
付
「
日
野
富
三
郎
宛
熊
本
営
林
局
荒

川
潔
書
簡
（
個
人
蔵
「
日
野
富
三
郎
関
係
資
料
」）
で
は
、
日
野
に
対
し
て
、
内
藤
喬
教
授
の
書

物
を
持
っ
て
い
た
ら
、
貸
与
し
て
ほ
し
い
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
26
） 

大
正
九
年
六
月
二
八
日
付
「
日
野
富
三
郎
宛
神
谷
辰
三
郎
葉
書
」（
個
人
蔵
「
日
野
富
三
郎
関
係

資
料
」）。

（
27
） 

田
代
は
、
余
吾
一
角
『
周
桑
郡
植
物
誌
』（
余
吾
一
角　

一
九
二
九
年
）
や
山
下
幸
平
『
愛
媛
県

植
物
便
覧
』（
山
下
幸
平　

一
九
三
六
年
）
等
の
序
文
を
書
い
て
い
る
。

（
28
）
前
掲
（
19
）
一
九
〇
頁
。

（
29
）
前
掲
（
27
）
山
下
幸
平
『
愛
媛
県
植
物
便
覧
』（
山
下
幸
平　

一
九
三
六
年
）。

（
30
）
前
掲
（
19
）
三
三
一
〜
三
三
三
頁
。

（
31
） 「
日
野
富
三
郎
宛
山
下
幸
平
封
筒
」（
個
人
蔵
「
日
野
富
三
郎
関
係
資
料
」）。
愛
媛
県
大
洲
町
肱
川

橋
通
の
澤
井
肱
水
写
真
館
製
の
封
筒
で
、
中
は
空
。
昭
和
八
年
七
月
二
一
〜
二
三
日
付
で
写
真
八

枚
が
入
っ
て
い
た
こ
と
を
封
筒
の
表
に
記
し
て
い
る
。

（
32
）
前
掲
（
19
）
二
五
七
頁
。

（
33
） 

山
本
正
江
他
編
『
牧
野
富
太
郎
植
物
採
集
行
動
録
・
昭
和
篇
』（
高
知
県
立
牧
野
植
物
園　

二
〇
〇
五
年
）。
一
二
七
頁
。

（
34
）
前
掲
（
19
）
二
九
七
頁
。

（
35
） 

昭
和
一
一
年
一
二
月
一
五
日
付
「
日
野
富
三
郎
宛
上
妻
博
之
書
簡
」（
個
人
蔵
「
日
野
富
三
郎
関

係
資
料
」）
に
阿
蘇
山
麓
等
の
植
生
に
関
す
る
写
真
が
同
封
さ
れ
て
い
る
。

（
36
） 

新
山
馨
他
「
昭
和
初
期
の
国
有
天
然
林
調
査
書
の
発
見
」（『
森
林
総
合
研
究
所
研
究
報
告
』
一
九

巻
三
号　

森
林
総
合
研
究
所　

二
〇
二
〇
年
）
二
七
五
頁
。

（
37
） 

前
掲
（
９
）
田
中
伸
幸
『
牧
野
富
太
郎
の
植
物
学
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版　

二
〇
二
三
年
）
一
八
六
・

　
　

一
八
七
頁
。

（
38
）
前
掲
（
33
）
二
一
・
二
二
頁
。

（
39
） 

前
掲
（
25
）。（
昭
和
五
）
年
一
二
月
三
日
付
「
日
野
富
三
郎
宛
熊
本
営
林
局
荒
川
潔
書
簡
」（
個

人
蔵
「
日
野
富
三
郎
関
係
資
料
」）。（
昭
和
五
年
八
月
一
七
日
）
消
印
「
日
野
富
三
郎
宛
内
之
浦

営
林
署
榎
田
正
勝
書
簡
」（
個
人
蔵
「
日
野
富
三
郎
関
係
資
料
」）
等
。

（
40
） 

昭
和
三
年
一
一
月
一
四
日
付「
田
代
善
太
郎
宛
日
野
富
三
郎
書
簡
」（
京
都
大
学
総
合
博
物
館
蔵「
田

代
善
太
郎
書
簡
等
資
料　

鹿
児
島
県　

書
簡
」）。

（
41
） 

一
一
月
二
五
日
付
「
田
代
善
太
郎
宛
日
野
富
三
郎
葉
書
」（
京
都
大
学
総
合
博
物
館
蔵
「
田
代
善

太
郎
書
簡
等
資
料　

鹿
児
島
県　

書
簡
」）。
昭
和
三
年
と
推
測
さ
れ
る
。

（
42
） 

荒
川
潔
は
、熊
本
営
林
局
の
技
手
で
、『
霧
島
山
に
於
け
る
植
物
群
落
組
成
調
査
及
び
植
生
連
續（
遷

移
）
に
關
す
る
考
察
』（
熊
本
営
林
局　

一
九
三
一
年
）
等
の
著
書
が
あ
る
。

（
43
） 

前
掲
（
33
）
五
七
頁
。
内
藤
喬
に
つ
い
て
は
、
前
掲
（
25
）
の
と
お
り
。
永
井
亀
彦
は
鹿
児
島
県

立
第
一
鹿
児
島
中
学
校
の
教
諭
で
、（
昭
和
三
年
一
〇
月
）
二
〇
日
付
「
日
野
富
三
郎
宛
永
井
亀

彦
書
簡
」（
個
人
蔵
「
日
野
富
三
郎
関
係
資
料
」）
等
が
あ
る
。

（
44
） 

前
掲
（
33
）
七
五
頁
に
は
「
土
佐
の
会
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
博
物
会
報
』
第
三
号
（
高
知

博
物
学
会　

一
九
三
五
年
）
一
四
〜
一
七
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
タ
イ
ト
ル
が
「
昭
和
九
年
八
月

自
一
至
四
日　

植
物
採
集
研
究
會
参
加
會
員
名
簿
」
と
な
っ
て
い
る
た
め
、「
植
物
採
集
研
究
会
」

が
正
式
名
称
と
思
わ
れ
る
。

（
45
） 

会
員
名
簿
と
は
、「
昭
和
九
年
八
月
自
一
至
四
日　

植
物
採
集
研
究
会
参
加
会
員
名
簿
」（『
博
物

会
報
』
第
三
号　

高
知
博
物
学
会　

一
九
三
五
年
）
の
こ
と
。　
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（
46
）
前
掲
（
33
）
一
二
七
頁
。

（
47
）
前
掲
（
33
）
二
二
頁
。

（
48
）
前
掲
（
19
）
二
九
七
頁
。

（
49
）
八
木
繁
一
『
愛
媛
県
植
物
誌
』（
松
山
堂
出
版　

一
九
二
八
年
）。

（
50
）
前
掲
（
33
）。

資
料
翻
刻

資
料
１　

牧
野
富
太
郎
書
（
昭
和
三
年
一
一
月
五
日
付
）

　

名　

け
（
付
脱
）

　

親　

我
か
子
に
逢
ひ
し　

心
地
し
て

　
　
　
　
　
　

奴
草
を
ハ
採
り
し　

嬉
し
さ

　
　

昭
和
三
年
十
一
月
五
日
、
奴
草
を
高
山
之
山
に
採
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
野
結
網

資
料
３　

牧
野
富
太
郎
葉
書
（
昭
和
一
四
年
八
月
二
四
日
付
）

　
【
表
】

　
　
　

愛
媛
縣
、
伊
豫
郡

　
　
　

砥
部
町
、
岩
谷
口
、

　
　
　
　

日
野　

富
三
郎　

様

　
　
　

八
月
廿
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　

㊞
〈
東
京
市
、
板
橋
区
、
東
大
泉
町
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
五
七
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
野　

富
太
郎　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
電
話
〕
石
神
井
（
シ
ヤ
ク
ジ
ヰ
）
一
五
〇
番
〉

　
　
　
　

※
消
印
（
石
神
井
／
14
・
８
・
25
／
后
〇
―
４
）

　
　
　
　

※
㊞
（
□
づ
□
債
で
御
奉
公
）

　
【
裏
】

　
　

チ
ョ
ッ
ト
御
尋
ネ
申
上
ゲ
マ
ス
。

　
　

今
植
物
學
界
デ
云
ツ
テ
ヰ
ル
か
う
し
う
う
や

　
　

く
ハ
薩
州
デ
ハ　

い
そ
や
ま
た
け
ト
云
ヒ

　
　

大
隅
デ
ハ
へ
ん
ち
し
ば
ト
云
フ
サ
ウ
デ
ス
ガ

　
　

此
へ
ん
ち
ト
ハ
大
隅
デ
ド
ウ
云
フ
意
味
ニ
遣
フ
言
葉
デ
セ
ウ
カ
。

　
　

若
シ
御
承
知
デ
シ
タ
ラ
御
教
示
ヲ

　
　

願
ヒ
マ
ス
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

資
料
４　

牧
野
富
太
郎
葉
書
（
昭
和
一
四
年
八
〈
九
〉
月
一
日
付
）

　
【
表
】

　

愛
媛
縣
、
伊
豫
郡
、

　

砥
部
町
、
岩
谷
口

　
　

日
野　

富
三
郎　

様　

　
　
　

八
（
九
）
月
一
日　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㊞
〈
東
京
市
、
板
橋
区
、
東
大
泉
町
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
五
七
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
野　

富
太
郎　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
電
話
〕
石
神
井
（
シ
ヤ
ク
ジ
ヰ
）
一
五
〇
番
〉　

　
　
　
　
　

※
消
印
〈
石
神
井
／
14
・
９
・
１
／
后
８
―
12
〉

　
　
　
　
　

※
㊞
〈
先
づ
國
債
で
御
奉
公
〉

　
【
裏
】

　
　
　

早
速
に
御
返
事
を
忝
な
し
、
誠
に
あ
り

　
　
　

が
と
う
存
じ
ま
す
。
ヘ
ン
チ
は
多
分
大
隅
の

　
　
　

一
般
の
方
言
で
は
な
い
と
見
え
ま
す
。
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九
州
方
面
へ
は
本
年
十
月
末
頃
に
タ
ル
マ
ギ

　
　
　

ク
の
花
を
見
に
福
岡
縣
ま
で
行
く
か
も
知
れ

　
　
　

ま
せ
ん
。
其
節
は
筑
後
の
古
處
山
へ
も
登
り

　
　
　

ツ
ゲ
を
見
た
い
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。
け
れ
ど
マ
ダ

　
　
　

確
定
は
し
て
ゐ
ま
せ
ん
。
若
し
行
く
事
に
な
れ

　
　
　

ば
御
知
ら
せ
を
申
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

資
料
５　

牧
野
富
太
郎
書
簡
（
昭
和
一
〇
年
九
月
二
五
日
付
）

　
　

御
ハ
ガ
キ
を
忝
く
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
又
御
恵
贈
下
さ
い
ま

　

し
た
ビ
ロ
ウ
、
ソ
テ
ツ
野
生
地
の
写
真
参
枚
、
誠
ニ
あ
り
が
た
く
拝

　

受
い
た
し
ま
し
た
。

　
　

其
后
御
変
り
な
く
益
々
清
穆
ニ
御
渡
り
の
御
事
と
慶
賀

　

の
至
ニ
存
じ
ま
す
。
私
も
至
つ
て
壮
健
で
す
か
ら
、
乍
憚
御
放

　

神
の
程
を
願
ひ
上
げ
ま
す
。

　
　

八
月
下
旬
に
は
熊
本
縣
方
面
へ
御
出
動
の
あ
り
し
由
御
愉
快
な

　

り
し
事
と
御
察
し
い
た
し
ま
す
。
獲
物
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
こ

　

と
ゝ
存
じ
ま
す
。

　
　

私
は
本
年
ハ
七
月
三
十
日
に
東
京
を
立
ち
ま
し
て
、
先
づ
備
中
最
北

　

の
地
の
採
集
會
へ
参
り
續
い
て
越
前
東
北
隅
の
山
奥
の
地
の
採
集

　

會
に
臨
み
ま
し
た
。
そ
れ
が
了
り
ま
す
と
加
賀
の
白
山
へ
登
り
ま

　

し
た
。
次
で
越
中
の
立
山
へ
登
り
山
中
で
六
日
間
過
ご
し
ま
し
た
。

　

山
を
下
り
ま
し
て
次
に
黒
部
谿
谷
へ
行
き
、
其
他
越
中
の
二
、三
の

　

地
を
尋
ね
、
富
山
市
か
ら
大
阪
へ
廻
り
六
甲
山
へ
登
り
、
次
ニ
丹
後

　

久
美
濵
に
行
き
、
九
月
六
日
に
や
つ
と
無
事
ニ
帰
京
し
ま
し
た
。

　
　

向
山
、
立
山
充
分
に
上
れ
ま
し
た
か
ら
、
ま
だ
高
山
へ
ハ
登
れ
ま
す
。

　

右
山
か
ら
下
り
ま
し
て
も
何
の
疲
れ
も
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　

過
日
廣
嶋
文
理
科
大
学
の
高
木
哲
雄
氏
と
話
し
、
来
年
の
夏
に
は
汽
船

　

一
隻
を
借
り
て
、
中
國
内
海
の
島
々
、
東
ハ
小
豆
島
か
ら
西
ハ
山
口
縣
の
大
島

　

ま
で
を
五
日
間
の
豫
定
で
採
集
し
つ
ゝ
乗
り
廻
す
計
画
が
あ
り
ま
す
。

　

若
し
右
が
実
現
す
る
や
う
で
し
た
ら
ど
う
ぞ
御
参
加
を
願
ひ
上
げ
お

　

き
ま
す
。　

　
　

大
隅
南
部
は
あ
こ
が
れ
の
地
で
是
非
其
内
行
く
や
う
に
し
た
い
と
存
じ

　

ま
す
。
そ
の
節
は
御
同
行
い
た
す
事
に
し
た
い
と
存
じ
居
り
ま

　

す
。

　
　

御
送
り
下
さ
い
ま
し
た
写
真
は
そ
の
ビ
ラ
ウ
、
ソ
テ
ツ
野
生
の
状

　

態
が
よ
く
出
て
ゐ
ま
し
て
喜
ん
で
ゐ
ま
す
。
右
厚
く
御
禮
を
申

　

上
げ
ま
す
次
第
で
す
。

　
　

小
生
の
全
集
御
讀
み
下
さ
れ
居
り
ま
す
と
の
御
事
、
誠
ニ
つ
ま
ら
ぬ

　

も
の
で
恥
か
し
く
存
じ
ま
す
。
時
々
活
字
の
誤
植
が
あ
り
ま
す

　

か
ら
御
注
意
を
願
ひ
上
げ
ま
す
。

　
　

時
下
折
角
御
自
愛
専
一
ニ
願
ひ
ま
す
。

　
　

九
月
廿
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
野
富
太
郎

　

日
野
賢
臺

　
　
　
　
　

玉
案
下

資
料
６　

牧
野
富
太
郎
書
簡
（
昭
和
一
四
年
八
月
一
一
日
付
）

　
　

先
日
は
御
懇
書
を
下
さ
れ
、
嬉
し
く
拝
見
致
し

　

ま
し
た
。
残
暑
と
な
り
ま
し
て
も
ま
だ
中
々
暑

　

く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
益
々
御
安
泰
に

　

御
渡
り
の
御
事
を
慶
賀
致
し
ま
す
。
次
に
私
も

　

至
つ
て
壮
健
で
何
の
障
り
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
乍
他
事

　

御
安
心
を
願
ひ
ま
す
。

　
　

今
時
に
な
り
ま
す
と
昨
年
の
種
子
ケ
島
を
思
ひ
出
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し
ま
す
。
其
際
は
御
目
に
か
ゝ
り
、
毎
日
御
一
緒
に
採
集

　

に
出
掛
け
、
誠
に
思
出
で
多
き
紀
念
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
も
実
は
出
掛
け
た
い
と
期
し
て
ゐ
ま
し
た
け
れ

　

ど
い
ろ
〳
〵
の
用
事
ニ
妨
げ
ら
れ
ま
し
て
、
と
う
〴
〵

　

実
行
が
出
来
ま
せ
ん
で
実
ニ
残
念
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。

　

来
年
ハ
何
ん
と
か
し
て
七
月
始
め
頃
に
同
島
へ
参
り

　

た
い
と
希
望
し
て
ゐ
ま
す
。
其
節
は
是
非
と
も
御
出

　

會
ひ
し
た
い
と
楽
ん
で
ゐ
ま
す
。
今
年
の
十
月
頃

　

に
何
ん
と
か
繰
り
合
せ
て
福
岡
縣
下
の
ダ
ル
マ
ギ
ク

　

を
採
集
に
行
き
た
い
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。
若
し
愈
々
決

　

行
の
場
合
は
預
じ
め
御
し
ら
せ
申
上
げ
ま
せ
う
。
若

　

し
御
都
合
が
宜
し
け
れ
ば
御
出
掛
け
下
さ
い
。
序
に

　

秋
月
町
へ
参
り
古
處
山
へ
登
り
ツ
ゲ
の
林
を
見
分
し

　

た
い
と
も
思
つ
て
ゐ
ま
す
。（
昨
年
帰
り
途
に
一
度
登
り
は
し

　

ま
し
た
け
れ
ど
）

　
　

先
ハ
右
御
返
事
ま
で
申
上
げ
ま
し
た
。
時
下
折
角
御
自

　

愛
専
一
ニ
祈
り
上
げ
ま
す
。

　
　

昭
和
十
四
年
八
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
野
富
太
郎

　

日
野
賢
臺

　
　
　
　
　

玉
机
下



資料紹介　日野富三郎関係資料について　―牧野富太郎と日野富三郎の交流を中心として―

35

表１　日野富三郎採集植物標本一覧

番号年代 和名 採集地
採集地現
県市町村
名

所蔵 備考

1 大正5年 タニソバ 桜島中岳
頂上

鹿児島県 鹿児島県立博物館 資料番号なし

2 大正6年4月 ヤクタネゴヨウ（アマミ
ゴヨウ）

鹿児島県
種子島

鹿児島県 鹿児島大学総合研
究博物館

ラベル表記：鹿児島高等農林学
校植物学標本、森田康夫と共同
採集、管理番号：ＫＡＧ172248

3 大正6年4月 ヤクタネゴヨウ（アマミ
ゴヨウ）

種子島種
子島農林
学校内

鹿児島県
西表市

鹿児島大学総合研
究博物館

ラベル表記：鹿児島高等農林
学校植物学標本、森田康夫と
共同採集、管理番号：ＫＡＧ
172249

4 大正7年3月22日 シャリンバイ（オキナワ
シャリンバイ）

沖縄県名
護公園内

沖縄県名
護市

鹿児島大学総合研
究博物館

ラベル表記：鹿児島高等農林
学校植物学標本、管理番号：
ＫＡＧ143869

5 大正7年3月24日 アオバナハイノキ（エラ
ブハイノキ）

沖縄県国
頭郡辺野
喜

沖縄県国
頭郡国頭
村

鹿児島大学総合研
究博物館

ラベル表記：鹿児島高等農林
学校植物学標本、管理番号：
ＫＡＧ165085

6 大正7年3月24日 アマシバ（オオバナシロ
バイ、タイワンハイノ
キ）

沖縄県国
頭郡辺野
喜

沖縄県国
頭郡国頭
村

鹿児島大学総合研
究博物館

ラベル表記：鹿児島高等農林
学校植物学標本、管理番号：
ＫＡＧ164929

7 大正7年3月24日 クロバイ（トチシバ、ソ
メシバ、ハイノキ）

沖縄県国
頭郡辺野
喜

沖縄県国
頭郡国頭
村

鹿児島大学総合研
究博物館

ラベル表記：鹿児島高等農林
学校植物学標本、管理番号：
ＫＡＧ165199

8 大正7年3月24日 ヒメサザンカ（リュウキュ
ウツバキ）

沖縄県国
頭郡辺野
喜

沖縄県国
頭郡国頭
村

鹿児島大学総合研
究博物館

ラベル表記：鹿児島高等農林
学校植物学標本、管理番号：
ＫＡＧ165449

9 大正7年3月24日 リュウキュウアリドオシ
（オキナワジュズネノ
キ）

沖縄県国
頭郡辺野
喜

沖縄県国
頭郡国頭
村

鹿児島大学総合研
究博物館

ラベル表記：鹿児島高等農林
学校植物学標本、管理番号：
ＫＡＧ145883

10 大正7年3月24日 リュウキュウハイノキ 沖縄県国
頭郡辺野
喜

沖縄県国
頭郡国頭
村

鹿児島大学総合研
究博物館

ラベル表記：鹿児島高等農林
学校植物学標本、管理番号：
ＫＡＧ165166

11 大正7年5月10日 アカシデ 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000112001s

12 大正7年5月10日 イヌシデ 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000113301s

13 大正7年5月10日 シャシャンボ（ナガバシャ
シャンボ）

霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000812001s

14 大正7年5月10日 ヤマハンノキ 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000028301s

15 大正7年7月24日 コバノガマズミ（キリシ
マコバノガマズミ）

霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000839901s

16 大正7年7月24日 ノリウツギ 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000264201s

17 大正7年7月24日 ミミズバイ 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000779901s

18 大正7年7月26日 アオハダ（ケナシアオハ
ダ）

霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000283301s

19 大正7年7月26日 アカガシ 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000931301s

20 大正7年7月26日 イソノキ 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000430901s

21 大正7年7月26日 イモノキ（タカノツメ） 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000002201s

22 大正7年7月26日 キリシマミズキ 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 管理番号：ＫＡＰ0000151101s

23 大正7年7月26日 クロヅル 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000777401s

24 大正7年7月26日 コツクバネウツギ 霧島山大
浪池

鹿児島県
霧島市

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000840001s

25 大正7年7月26日 シャシャンボ（ナガバシャ
シャンボ）

霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000812101s

26 大正7年7月26日 シラキ 霧島山 鹿児島県霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000904101s

27 大正7年7月26日 シロダモ 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000362201s
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28 大正7年7月26日 シロモジ 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000315601s

29 大正7年7月26日 ツリバナ 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000777301s

30 大正7年7月26日 ハイノキ 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000779401s

31 大正7年7月26日 ヒメユズリハ 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0083114101s

32 大正7年7月26日 ヒカゲツツジ 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000811901s

33 大正7年7月26日 ブナ 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000929301s

34 大正7年7月26日 マンサク 霧島山大
浪池

鹿児島県
霧島市

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000248301s

35 大正7年7月26日 ヤマツツジ 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000812201s

36 大正7年7月26日 リョウブ 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000141601s

37 大正7年7月27日 アワブキ 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000343901s

38 大正7年7月27日 イヌツゲ 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000280201s

39 大正7年7月27日 カクレミノ 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000171101s

40 大正7年7月27日 サワアジサイ 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000264001s

41 大正7年7月27日 ソヨゴ 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000284201s

42 大正7年7月27日 ナワシロイチゴ 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000756801s

43 大正7年7月27日 ホソバタブ（アオガシ） 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000334301s

44 大正7年7月27日 ヤブムラサキ 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000084101s

45 大正10年4月 ツクシアケボノツツジ 鹿児島県
肝属郡高
隈村

鹿児島県
鹿屋市下
高隈町

京都大学総合博物
館

ラベル表記：HERB.UNIVERSITA
TIS IMPERIALIS KYOTOENSIS、
受入番号：ＫＹＯ00106658

46 大正10年4月 ツクシアケボノツツジ 鹿児島県
肝属郡高
隈村

鹿児島県
鹿屋市下
高隈町

国立科学博物館 標本登録番号：ＴＮＳ-ＶＳ-
38762

47 大正11年7月22日 ヨモギ 野間岳 鹿児島県
南さつま
市

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000047001s

48 昭和3年7月24日 ヤブイバラ 牧園町 鹿児島県
霧島市

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000963101s

49 昭和3年7月26日 アカシデ 霧島山 鹿児島県
/宮崎県

鹿児島県立博物館 資料番号：ＫＡＰ0000112101s

50 昭和4年5月5日 ヨウラクツツジ 鹿児島県
大隈ホヨ
シ岳

鹿児島県
肝属郡肝
付町甫与
志岳

東京都立大学牧野
標本館

ラベル表記：牧野標本館腊葉、
標本番号：ＭＡＫ75204

51 オキナワクルマバナ 奄美大島
名瀬

鹿児島県
奄美市

鹿児島大学総合研
究博物館

ラベル表記：鹿児島大学農学
部植物標本、管理番号：ＫＡ
Ｇ017712

※46については、以下のとおり。
著者名：国立科学博物館
データベース名：標本・資料統合データベース
URL：https://db.kahaku.go.jp/webmuseum/col_b1_01/TNS-VS_38762

※1･11～44・47～49については、以下のとおり。
著者名：鹿児島県立博物館
データベース名：収蔵資料データベース
URL：https://jmapps.ne.jp/kagoshima_pref_museum/

※2～10・51については、以下のとおり。
著者名：鹿児島大学総合研究博物館
データベース名：植物標本データベース
URL：https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/hyouhonsitu.html
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資料１　「牧野富太郎書」（昭和３年11月５日付）個人蔵

資料２　牧野富太郎と日野富三郎写真　個人蔵
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資料３　「牧野富太郎葉書（昭和14年８月24日付）」　個人蔵

資料４　「牧野富太郎葉書（昭和14年８〈9〉月１日付）」個人蔵
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資料５　「牧野富太郎書簡（昭和10年９月25日付）」

個人蔵
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資料６　「牧野富太郎書簡（昭和14年８月11日付）」　個人蔵

資料７　　日野富三郎の植物画　個人蔵
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資料８　「第二回植物採集及び實地指導會」写真（昭和８年８月）　個人蔵
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